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No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 19 3 5 0 0 4 5 4 * (C) 22 2 8 0 0 1 1

5 * 3 1 0 0 0 3 2 5 * 8 0 3 2 1 4 0

6 6 0 3 0 1 4 0 6 0 0 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 1 0 0 7 - - - - - - -

8 6 0 2 2 3 1 1 8 0 0 0 0 0 0 0

9 * 12 0 4 4 2 2 6 9 * 14 1 5 1 2 6 0

10 0 0 0 0 0 0 0 10 6 0 3 0 0 11 1

11 0 0 0 0 0 0 0 11 * 12 1 4 1 3 4 2

12 0 0 0 0 0 0 0 12 * 6 1 1 1 2 10 0

13 * 20 0 10 0 2 7 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 * 14 0 7 0 3 11 0 14 - - - - - - -

0 0
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＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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茨城 長野80 68

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館15:15

少年男子準々決勝

主審

副審

○

準々決勝、茨城県対長野県。１Ｑ、両チームともマンツーマンでスタート。序盤は両チーム一進一退の展開で進む

が、茨城県が＃１４のゴール下シュートや＃４の速攻で得点する。対する長野県は＃４のミドルシュートと＃１１の３

Ｐなどで攻撃を展開していき、２４－１７長野県が７点リードで終了。 ２Ｑ、茨城県はインサイドにボールを集め＃１

３、＃１４が得点し、残り６分＃４の３Ｐで３１－２９と逆転。たまらず長野県タイムアウトを取りディフェンスをゾーンプ

レスに変え、＃５のゴール下シュート、＃４のドライブなどで得点する。しかし、茨城県の勢いは止まらず、＃４の２

連続ミドルシュート、＃６ゴール下シュート、さらに終了間際、相手チームのファウルから＃９が３本のフリースロー

を決め、前半を４４－３５の茨城県９点リードで折り返す。

３Ｑ、茨城県はマンツーマン、長野県はゾーン。長野県は＃４の３Ｐ、＃５のゴール下、＃９のドライブで得点。対

する茨城県はディフェンスで長野県のポイントガードに圧力をかけ、速攻から＃１３が４連続ゴールで突き放す。そ

の後も茨城県が優位に試合を進め、６９－５３茨城県１６点リードで終了。 ４Ｑ、長野県はオールコートのプレス

ディフェンスに変え反撃を試みるが茨城県の勢いはそのまま。結局８０－６８で茨城県が勝利を収め、準決勝進出

を決めた。

茨城県の底力が勝った試合だったが、果敢に戦った長野県の粘りも称えたい。
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